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１ 経営戦略策定の⽬的と位置付け 

⽔道事業を取り巻く環境は、⼈⼝減少が懸念される中、⽔需要の減少や施設の⽼朽
化、地震等の災害への対応といった厳しい経営環境に直⾯しており、将来も安定した事業
運営を継続することが⼤きな課題となっています。 

このような中、本市⽔道事業は、2018年度(平成30年度)に袋井市⽔道事業基本計
画を策定し、中⻑期的な⽔道事業の基本⽅針を⽰し、給⽔サービスのより⼀層の向上を
実現させるために、施設耐震化、⽼朽施設の更新及び⽔道料⾦の適正化等の各種施策
を盛り込みました。 

そして、2020年度(令和２年度)には⽔道事業が将来にわたってサービスの提供を安定
的に継続することが可能となるよう、「袋井市⽔道事業経営戦略」を策定しました。 

現在も主要施設の耐震化や更新を進め、2022年度(令和４年度)には平均改定率
11.4％の料⾦改定を実施、2023年度(令和５年度)にはアセットマネジメント計画の更
新、2024年度(令和６年度)には次期の⽔道料⾦改定に向けた⽔道料⾦等懇話会を
設置し今⽇に⾄っています。 

「経営戦略」は、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中⻑期的な経営の
基本計画であり、今後、給⽔⼈⼝や⽔需要の減少が予測される中、これまでの成果や検
討結果を踏まえ、経営の基本⽅針や投資・財政計画を明らかにして、事業計画の適切な
執⾏と業務の効率化に取り組んでいくために策定するものです。 

今回の経営戦略の⾒直しは、策定から5年が経過したことから、以下に⽰す経営戦略
⾒直しに係る主要な検討項⽬を踏まえ、⾒直しを⾏うものです。 
 
【総務省が求める経営戦略⾒直しに係る主要な検討項⽬】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

① 今後の⼈⼝減少等を加味した料⾦収⼊の的確な反映 
② 減価償却費や耐⽤年数等に基づく施設の⽼朽化を踏まえた将来における所

要の更新費⽤の的確な反映 
③ 物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動⼒費等の上昇傾向等の的

確な反映 
④ ①②③等を反映した上での収⽀を維持する上で必要となる経営改⾰（料⾦

改定、広域化、⺠間活⽤・効率化、事業廃⽌等）の検討 
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(１) 計画期間 

現⾏の計画期間は、2021年度(令和３年度)から2030年度(令和12年度)の10年
間となっています。今回は現計画の中間⾒直しであることから、2026年度(令和８年度)
から2030年度(令和12年度)の⾒直しを⾏います。 
 
 
 
 
 
(２) 計画の位置付け 

本計画は、市の上位計画である「第３次袋井市総合計画」や、2018年度(平成30年
度)に策定した「袋井市⽔道事業基本計画（以下、「⽔道ビジョン」という）」を踏まえ、⽔
道事業の健全経営を持続するための中期的な投資・財政計画の⽬標とその実現⽅策を
⽰す経営の基本計画として位置付けます。 

なお、策定にあたり、⽔道施設の資産管理に関する「アセットマネジメント計画」（2023
年度(令和５年度)策定）、⽔道施設の更新事業に関する「基幹管路更新（耐震化）
計画」（2023年度(令和５年度)⾒直し）、「⽔道施設（ハコモノ）更新計画」
（2023年度(令和５年度)⾒直し）、「配⽔⽀管（⼝径100㎜・75㎜）更新計画」
（2023年度(令和５年度)⾒直し）との整合を図ります。 
 
 

 
 

●基幹管路更新(耐震化)計画
●配⽔⽀管更新計画
●⽔道施設(ハコモノ)更新計画

第３次袋井市総合計画
前期基本計画

袋井市⽔道事業基本計画(⽔道ビジョン)

「袋井市⽔道事業経営戦略」

「袋井市⽔道事業経営戦略
(中間⾒直し)」

整合アセットマネジメント計画

対象期間︓2026年度(令和８年度)〜2030年度(令和12年度) 

現⾏計画の対象期間︓2021年度(令和３年度)〜2030年度(令和12年度) 
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(３) ⽔道料⾦等懇話会からの意⾒ 

本市⽔道事業では、⽔道事業の安定経営と⽔道料⾦の適正化を⽬的に、2024年度
(令和６年度)に⽔道料⾦等懇話会を設置し、学識経験者や市⺠の代表、事業所の代
表等から広く意⾒を頂き、適切な⽔道料⾦や経営改善への取組等の議論を⾏いました。 

議論の結果、懇話会としては、「基幹管路の耐震化を2年前倒し(2031年度(令和13
年度)完了)で進める案(平均改定率16.9％)が望ましい」との意⾒を頂くとともに、様々な
経営課題への取組に関する要望も頂きました。 

今後は懇話会で頂いた意⾒や要望を念頭に置き、⽔道の安定供給と事業の安定経営
に努めます。 
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２ 事業概要 

(１) ⽔道事業の現況 

ア 給⽔の状況 

 
出典︓2024年度(令和６年度) 袋井市⽔道事業会計決算書 
※ 供⽤開始年⽉⽇は市町合併時 

 

イ 普及の状況 

2024年度(令和６年度)末の給⽔普及率は100.0％です。 
 

表2.1 給⽔普及率 

 
出典︓袋井市⽔道事業会計決算書 
※ 2023年度(令和５年度)の静岡県平均︓99.1％ 

2023年度(令和５年度)の全国平均  ︓98.2％ 
※ 2024年度(令和６年度)に給⽔⼈⼝が⾏政区域内⼈⼝を上回っているのは、掛

川市の⼀部に給⽔しているためです。 
 

  

2005年(平成17年)
4⽉1⽇

現在給⽔⼈⼝ 87,673⼈
有収⽔量密度 1.08 千m3/ha

供⽤開始年⽉⽇ 計画給⽔⼈⼝

法適(全部・財務)
・⾮適の区分 法適(全部)

91,470 ⼈

(⼈) 増減率(％) (⼈) 増減率(％) (％) 増減率(％)

2020 88,144 - 88,037 - 99.9 -

2021 87,983 -0.2 87,891 -0.2 99.9 +0.0

2022 88,278 +0.3 88,197 +0.3 99.9 +0.0

2023 88,047 -0.3 88,016 -0.2 100.0 +0.1

2024 87,635 -0.5 87,673 -0.4 100.0 +0.0

年度
⾏政区域内⼈⼝ 給⽔⼈⼝ 給⽔普及率
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ウ 使⽤⽔量の状況 

過去5年間の実績では、１⽇最⼤給⽔量、１⽇平均給⽔量ともに減少傾向にありまし
たが、2024年度(令和６年度)はどちらの⽔量も2023年度(令和５年度)と同程度となり
ました。 

１⽇最⼤給⽔量（m3/⽇）︓１⽇当たり給⽔量の年間最⼤値 

１⽇平均給⽔量（m3/⽇）＝ 
 年間総配⽔量（m3） 

 年間⽇数（⽇） 
 

表2.2 使⽤⽔量 

 
出典︓袋井市⽔道事業会計決算書 

 
図2.1 使⽤⽔量の推移 

  

年間総配⽔量

(m3/⽇) 増減率(％) (千m3) (m3/⽇) 増減率(％)

2020 33,963 - 11,413.91 31,271 -

2021 33,774 -0.6 11,300.25 30,960 -1.0

2022 33,706 -0.2 11,132.04 30,499 -1.5

2023 32,502 -3.6 11,044.27 30,176 -1.1

2024 32,952 +1.4 11,018.14 30,187 +0.0

年度
1⽇最⼤給⽔量 1⽇平均給⽔量

33,963 33,774 33,706 32,502 32,952 

31,271 30,960 30,499 30,176 30,187 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2020 2021 2022 2023 2024

(m3/⽇)

年 度

1⽇最⼤給⽔量 1⽇平均給⽔量
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エ 施設の状況 

 
出典︓2024年度(令和６年度) 袋井市⽔道事業会計決算書 
※ 浄⽔場は、消⽯灰注⼊施設（PH調整）や除鉄・除マンガン設備が設置されている施設を浄⽔

場としています。 
※ 施設能⼒＝⾃⼰⽔源(地下⽔)⽔量10,080ｍ3/⽇＋計画受⽔量38,500ｍ3/⽇ 

－未受⽔⽔量(浅岡700ｍ3/⽇)＋⼭崎400ｍ3/⽇ ＝48,280ｍ3/⽇ 
※ 施設利⽤率＝１⽇平均配⽔量(m3/⽇)／１⽇配⽔能⼒(m3/⽇) 

＝30,187／48,280＝0.6252≒62.52(％) 
〔１⽇配⽔能⼒＝施設能⼒〕 

 
施設⼀覧 

 
 
  

⽔源
浄⽔場設置数 4
配⽔池設置数 11

受⽔点 13
施設能⼒ 施設利⽤率 62.52%

地下⽔・受⽔

48,280 m3/⽇

施設数 管路延⻑ 742.85 千ｍ

浄⽔場 上⽥浄⽔場、第７⽔源、三川⽔源、第３⽔源

配⽔池 第１、第２、第３、第４、第５、萱間、三川、⼩笠⼭、
平芝、笠原、観⾳⼭

受⽔点 上⽥、堀越、宇刈、⼭梨、⼩笠⼭、太⽥、⼭崎、浅名、
浅⽻、平芝、諸井、梅⼭、⻄同笠
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図2.2 施設配置図（2025年(令和７年)４⽉１⽇時点） 
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オ ⽔道料⾦体系と給⽔収益の状況 

(ア) ⽔道料⾦体系 

本市の⽔道料⾦は、メーターの⼝径別に設定された基本料⾦と、使⽤⽔量段階別に設
定された従量料⾦の⼆部料⾦制を採⽤しています。 

基本料⾦は、⼈件費や減価償却費等の固定的費⽤を賄う⽬的のもので、使⽤⽔量に
かかわらず⼀定の料⾦を納めていただくものです。固定的費⽤は全体の費⽤に対して９割
を占めていますが、これらすべてを基本料⾦では賄えませんので、市⺠の負担に配慮して、
料⾦収⼊の３割としています。 

従量料⾦は、動⼒費や薬品費等の変動的費⽤を賄う⽬的のもので、使⽤する⽔量に
応じて納めていただくものです。本市の従量料⾦は逓増制を採⽤しており、使⽤⽔量に応
じて３段階で設定しています。ただし、逓増度(⼀番安い単価に対する⼀番⾼い単価の⽐
率)は1.1(≒205.70円/181.50円)となっており、使⽤⽔量によって⽣じる料⾦格差は⼩
さい状況です。 

⼝径13㎜及び20㎜は、⼀般家庭の基本⽔量に係る料⾦の低廉化を図るため、16m3

の基本⽔量制を採⽤しています。 
次⾴に、現⾏料⾦と2026年(令和８年)４⽉に予定している料⾦改定後の⽔道料⾦

を⽰します。なお、料⾦は消費税を含みます。 
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表2.3 現⾏の⽔道料⾦（２ヶ⽉分 消費税10％込） 

 
 

表2.4 料⾦改定後の⽔道料⾦（２ヶ⽉分 消費税10％込） 

 
  

１〜16ｍ3 17〜50ｍ3 51〜100ｍ3 101ｍ3以上

13mm 1,980円

20mm 3,300円

25mm 3,960円

30mm 6,050円

40mm 12,870円

50mm 22,990円

75mm 66,330円

100mm 141,240円

料⾦改定年⽉⽇ 2022年(令和４年) ４⽉１⽇

165円

16ｍ3 基本料⾦に
含む

176円 187円

なし

⼝径 基本⽔量 基本料⾦
従量料⾦(使⽤⽔量段階別、１ｍ3につき)

１〜16ｍ3 17〜50ｍ3 51〜100ｍ3 101ｍ3以上

13mm 2,519円

20mm 4,191円

25mm 5,038円

30mm 7,689円

40mm 16,346円

50mm 29,205円

75mm 84,249円

100mm 179,377円

料⾦改定年⽉⽇ 2026年(令和８年) ４⽉１⽇

16ｍ3 基本料⾦に
含む

193円60銭

⼝径 基本⽔量 基本料⾦
従量料⾦(使⽤⽔量段階別、１ｍ3につき)

205円70銭

なし

181円50銭
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表2.5 ⽔道料⾦の⽐較 
（⼝径13mm 使⽤⽔量40m3 ２ヶ⽉分︓消費税10％込） 

 
出典︓2025年(令和７年)11⽉現在（各市町のHPより） 
※ ⽔道料⾦は基本料⾦と従量料⾦を合計し、１円未満は切り捨てています。 
※ 本市⽔道料⾦は2026年(令和８年)４⽉に改定予定です。 

 
図2.3 ⽔道料⾦の⽐較 

事業体 基本料⾦ 従量料⾦ 40m3使⽤時
の⽔道料⾦

湖⻄市 2,210円 4,168円 6,378円 

浜松市 1,555円40銭 3,454円 5,009円 

磐⽥市 2,310円 2,855円60銭 5,165円 

森町 2,420円 2,904円 5,324円 

掛川市 1,100円 2,199円96銭 6,598円 

菊川市 2,514円 4,776円 7,290円 

御前崎市 2,266円 3,124円 5,390円 

牧之原市 3,520円 3,850円 7,370円 

袋井市
(現⾏) 1,980円 3,960円 5,940円 

袋井市
(新料⾦) 2,519円 4,356円 6,875円 

6,378円

5,009円 5,165円 5,324円

6,598円

7,290円

5,390円

7,370円

5,940円

6,875円

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

湖⻄市 浜松市 磐⽥市 森町 掛川市 菊川市 御前崎市 牧之原市 袋井市
(現⾏)

袋井市
(新料⾦)

⽔
道
料
⾦
︵
円
︶
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(イ) 給⽔収益の状況 

⽔道料⾦による給⽔収益は2024年度(令和６年度)で約15.7億円であり、概ね横ば
い傾向となっています。 

なお、2022年度(令和４年度)に⽔道料⾦改定を実施したため前年度と⽐較して約
1.2億円給⽔収益が増加しました。 

表2.5の近隣事業体との⽔道料⾦の⽐較を⾒ると、本市は⾼めの料⾦設定となってい
ます。 

表2.6 給⽔収益（税抜） 

 
出典︓袋井市⽔道事業会計決算書 

 
図2.4 給⽔収益の推移 

  

(億円) 増減率(％)

2020 14.60 -

2021 14.44 -1.1

2022 15.61 +8.1

2023 15.75 +0.9

2024 15.72 -0.2

年度
給⽔収益

14.60 14.44 15.61 15.75 15.72 

0
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カ 企業債残⾼の推移 

2024年度(令和６年度)末の企業債残⾼は約30.8億円であり、過去５年間の実績
を⾒ると減少傾向にあります。 

⽔道事業では、今後も施設の整備・更新・耐震化を継続的に実施していくため、必要に
応じて企業債を借り⼊れる⾒通しです。 

表2.7 企業債残⾼ 

 
出典︓︓袋井市⽔道事業会計決算書 

 

 
図2.5 企業債残⾼の推移 

  

(億円) 増減率(％)

2020 31.94 -

2021 31.30 -2.0

2022 31.03 -0.9

2023 30.85 -0.6

2024 30.78 -0.2

年度
企業債残⾼
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31.30 31.03 30.85 30.78 
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キ 組織の状況 

(ア) ⽔道事業組織体制 

本市では、市⻑が⽔道事業管理者の職務を担っており、⽔道事業の管理者の権限に
属する事務を処理するため、下記組織体制で運営しています。 

2025年(令和７年)４⽉１⽇現在、⽔道課は課⻑以下19名で⽔道事業の運営を
⾏っています。 

 

 
図2.6 ⽔道事業組織体制 

 

 

図2.7 2025年度(令和７年度)の職種別構成⽐ 

 

 

市 ⻑

⽔ 道 課 ⻑

副 市 ⻑

環 境 ⽔ 道 部 ⻑

⽔ 道 経 営 係 ⽔ 道 ⼯ 事 係

⽔ 道 課
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(イ) ⽔道課技術職員の年齢構成 

技術職員の年齢層は50代が最も多く、20代以下の技術職員はいない状況です。⼀⽅、
⽔道課の通算在籍年数は、１年未満と５〜７年の職員が２名ずつ在籍していますが、
11年以上のベテラン職員も在籍しており、バランスがとれている状況です。 

⽔道事業は、施設の建設から運転や維持管理まで、幅広い知識と経験が必要となりま
す。⽔道事業の安定経営のために、今後は若⼿職員の採⽤や育成、技術継承の計画的
な実施等の対策が求められます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2.8 技術職員の年齢構成及び通算在籍年数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2.9 ⽔道課職員の年齢構成及び通算在籍年数 
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(２) これまでの主な取組 

ア 数値⽬標に対する達成状況 

2020年度(令和２年度)に策定した経営戦略（以下、「R２経営戦略」という）で定
めた数値⽬標に対する達成状況としては、財源に関する４つの項⽬については達成してい
ますが、投資に関する以下の２つの項⽬は達成できていない状況です。 
 
(ア) 基幹管路耐震適合率 

基幹管路耐震適合率については、近年の労務費の上昇や物価上昇に伴う資材単価の
⾼騰に加え、経費の増加により⼯事費が上昇したことが主な要因で、事業が計画通りに進
められないためです。 
 
(イ) 管路更新率 

管路更新率については、現在、本市では基幹管路のうち特に災害時重要拠点への耐
震化を重点的に進めているため、多くの⼯事費⽤を要する、⼝径の⼤きな管路更新を優
先的に実施していることから、管路更新率が低くなっています。 
 

表2.8 R２経営戦略で定めた数値⽬標の達成状況 

 
  

策定時実績
(2019年度)

⽬標
(2030年度)

基幹管路耐震適合率 47.5% 63.8% 51.7%
(2024年度⽬標値︓54.0％)

×

管路更新率 0.92% １％以上 0.68% ×

営業収⽀⽐率 100.9% 100.9% 104.2% 〇

経常収⽀⽐率 110.1% 110.1% 114.1% 〇

企業債残⾼対給⽔収益⽐率 221.5% 300％以下 195.8% 〇

内部留保資⾦残⾼ 15.4億円 ６億円以上 11.1億円 〇

現状
(2024年度)

達成
状況

経営戦略策定時

投
資

財
源

指　　標
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イ 主な経営健全化の取組 

(ア) アセットマネジメント計画等の⾒直し 

本市⽔道事業では、2018年度(平成30年度)に⽔道事業が保有する全資産を対象
とした「アセットマネジメント計画」(計画期間︓2019年度(平成31年度)〜2048年度
(令和30年度))を策定し、⽔道事業が保有する資産の状態・健全度を適切に診断・評
価し、中⻑期の更新需要⾒通しの検討を⾏いました。 

その後、⽔需要の減少や物価上昇による⼯事費の⾼騰、更新対象施設の増加等、⽔
道事業を取り巻く環境の変化に対応するため、2023年(令和５年)にアセットマネジメント
計画の⾒直し(計画期間︓2024年度(令和６年度)〜2053年度(令和35年度))を⾏
いました。⾒直しの結果、更新需要は約110億円の増額となり、年平均の事業費としては
約6億円から約8.2億円に増額となりました。 

また、アセットマネジメント計画の⾒直しに併せて、関連する「⽔道施設(ハコモノ)更新計
画」、「基幹管路更新(耐震化)計画」、「配⽔⽀管(⼝径100㎜・75㎜)更新計画」も時
点修正を⾏いました。今後は、こちらの計画に則り、計画的に施設更新を⾏っていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
(イ) ⽔道料⾦等懇話会の実施 

本市では、⽔道事業と下⽔道事業を安定的に持続するために、⽔道料⾦等懇話会を
定期的に設置し、効率的な経営への取組や適正な料⾦等の検討を⾏っています。2019
年度(令和元年度)に設置した懇話会の審議内容を受け、2022年度(令和４年度)に平
均改定率11.4％の料⾦改定を実施し、経営の健全化を図りました。 

また、2024年度(令和６年度)には前述
のアセットマネジメント計画の⾒直しを受け、
次期料⾦改定に向けた⽔道料⾦等懇話会
を設置し議論を重ねた結果、2026年度(令
和８年度)に平均改定率16.9％の料⾦改
定が必要との提⾔を受け、市として検討した
結果、料⾦改定を実施することとなりまし
た。 
 写真１ ⽔道料⾦等懇話会からの意⾒書提出
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(ウ) 新電⼒の活⽤ 

⾼圧電⼒の電気料⾦削減を⽬的に、2019年度(令和元年度)から新電⼒を導⼊し、
2024年度(令和６年度)には契約先の⾒直しを⾏い、動⼒費の削減に努めてきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(エ) 収納率向上への取組 

収納率向上を⽬的に、2015年度(平成27年度)から専任の料⾦徴収職員を配置し、
過年度分の滞納額の削減に取り組んでいます。また、2018年度(平成30年度)からは市
外転出者等を対象に、弁護⼠事務所に委託し料⾦回収を⾏っています。 
 

表2.9 滞納繰越額 

 

 
図2.10 滞納繰越額の推移 

 
  

(単位︓千円)
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

滞納繰越額 34,447 38,970 29,869 27,001 24,335 22,896 22,151 20,656 18,590 16,980 16,140

0
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20,000
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50,000

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

（千円）

写真２ 袋井第３⽔源 写真３ ⼭梨ポンプ場
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(オ) 受⽔費低減への取組 

遠州広域⽔道を受⽔している４市１町(袋井市、浜松市、磐⽥市、湖⻄市、森町)で
「遠州⽔道受⽔市町⽔道担当課⻑研究会」を組織し、遠州⽔道の受⽔費に係る基本
料⾦・使⽤料⾦に関することについて、研究・協議を⾏っています。 

2023年度(令和５年度)には基本料⾦と使⽤料⾦について静岡県企業局に要望を⾏
い、物価上昇の影響から単価値上げの⽅針が⽰されていましたが、現状の料⾦で据置とな
りました。 
 
(カ) 広域化の検討 

利⽤者サービスの向上や安定的な業務体制の確保、⺠間のノウハウを活⽤した業務の
効率化を図るため、掛川市・菊川市・御前崎市と⽔道料⾦システムと窓⼝業務委託の共
同発注に向けた取り組みを進めています。 
 

(キ) お客様サービスの向上 

⽔道料⾦の⽀払いに関して、2019年度(令和元年度)にスマートフォンアプリを利⽤した
決済サービスを導⼊し、対応する決済アプリの拡充を⾏ってきました。2027年度(令和９
年度)からは地⽅税共通納税システム(eL-QR)の導⼊を予定しており、利便性の向上と
⽀払⼿数料の削減が⾒込まれます。 
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(ク) 更新費⽤の削減 

⽔道施設の⽼朽化による更新需要の増加とともに、近年では物価上昇に伴う⽔道資
材の⾼騰により、⼯事費が増加傾向となっています。 

本市⽔道事業では、⼯事費の削減を⽬的として、耐震性に優れ、かつ鋳鉄管よりも安
価な樹脂管(ポリエチレン管)を積極的に採⽤し、コストの削減に努めています。 

また、更新に際しては、適正な施設規模を検討したうえで、既存施設に余剰能⼒がある
場合には、規模を縮⼩して更新することで、コストの削減に努めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(ケ) ⺠間活⽤ 

現業職員の退職に伴い、2024年度(令和６年度)から浄⽔場や配⽔池等の維持管
理に要する⼈員不⾜の解消を⽬的に、施設運転管理業務を⺠間企業に委託しています。 
  

写真 4 ポリエチレン管の⼯事写真
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(３) 経営指標の状況と評価 

ア 経営指標の分析 

経営戦略を策定する上では、経営の現状や課題を的確に把握することが必要です。
「投資」と「財源」の両⾯において、現状と課題を把握するため、投資に関する指標と財務
安全性を⽰す指標を⽤いて、経営状況を評価します。 

⽐較する団体については、総務省の経営⽐較分析表の類似団体と、本市の近隣事業
体と⽐較することで、客観的に経営状況を計り、経営課題を把握する指標とします。 

 
  【類似団体区分（⽔道事業）】 

⽔道事業の類似団体区分については、事業区分、給⽔形態区分、現在給⽔⼈⼝
規模区分により類型化されています。 

袋井市⽔道事業[給⽔⼈⼝︓87,673⼈ (2024年度(令和６年度)) ]は、以下
の区分に該当し、類似団体区分は「A４」※となります。 
 

① 事業区分          ⇒ 上⽔道事業 
② 給⽔形態区分       ⇒ 末端給⽔事業 
③ 現在給⽔⼈⼝規模区分 ⇒ ５万⼈以上10万⼈未満 

 
次⾴以降に本市と同じ類似団体区分「A４」に分類されている事業体と近隣事業

体※の経営指標平均値を⽐較した各指標の分析結果を⽰します。 
 
※ 類似団体「A４」事業体︓伊東市、島⽥市、御殿場市、湖⻄市（県内）等 
※ 近隣事業体︓浜松市、磐⽥市、掛川市、島⽥市、菊川市 
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(ア) 経営の健全性・効率性の指標 

① 経常収⽀⽐率 ＜収⽀や経営の効率性を⽰す＞ 

経常収⽀⽐率（％）＝ 
 経常収益 

 経常費⽤ 
 × 100  

 
 
 
【指標の解説】 

給⽔収益や⼀般会計からの繰⼊⾦等の収益で、維持管理費や⽀払利息等の費⽤を
どの程度賄えているかを⽰す指標です。数値は、⾼い⽅が良く、100％未満の場合、単年
度の収⽀が⾚字であることを⽰しますので、経営改善に向けた取り組みが必要です。 

【袋井市の場合】 
本市の経常収⽀⽐率は100％を超えており、近隣事業体等の平均値よりも上回ってい

ることから、経営状況は健全です。 
なお、前述のとおり、2024年度(令和６年度)実績値は「R２経営戦略」で設定した⽬

標値の「110.1％」に対しても上回っている状況です。 
 

 
図2.11 経常収⽀⽐率の推移 

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 113.43 110.39 115.72 118.44 114.08

近隣事業体平均値 111.00 109.33 104.70 107.87

類似団体平均値 110.91 111.49 109.09 109.05

全国平均値 110.27 111.39 108.70 108.24
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② 累計⽋損⾦⽐率 ＜営業収益に対する累積⽋損⾦の割合を⽰す＞ 

累積⽋損⾦⽐率（％）＝ 
 当年度未処理⽋損⾦ 

 営業収益－受託⼯事収益 
 × 100 

 
【指標の解説】 

営業収益に対する累積⽋損⾦（営業活動により⽣じた損失で、複数年度にわたって累
積したもの）の状況を表す指標です。累積⽋損⾦が発⽣していないことを⽰す０％である
ことが求められます。 

【袋井市の場合】 
本市は累積⽋損⾦が発⽣していないため、０％となっています。 

 

 
図2.12 累積⽋損⽐率の推移 

  

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

近隣事業体平均値 0.00 0.00 0.00 0.00

類似団体平均値 0.92 0.87 0.93 1.02

全国平均値 1.15 1.30 1.34 1.50
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③ 流動⽐率 ＜短期的な債務に対する⽀払能⼒を⽰す＞ 

流動⽐率（％）＝ 
 流動資産 

 流動負債 
 × 100 

 
【指標の解説】 

借⼊⾦に対する返済能⼒を表す指標です。100％以上であることが必要であり、数値
が⾼いほど⽀払能⼒が⾼いことを⽰し、継続して安定した数値を維持していることが重要な
指標です。 

【袋井市の場合】 
本市の流動⽐率は、近隣事業体等の平均値より低い値となっていますが、100％以上

であることから経営上は問題ありません。 
なお、本市の流動⽐率は減少傾向を⽰しており、主な要因としては⼯事関連の次年度

に⽀払う未払⾦の増加による流動負債の増加によるものです。これは、施設の更新や耐震
化事業の進展に伴うものであり、投資の結果といえます。⼀⽅で、後述する事業収益対資
⾦残⾼⽐率は100％を超えており、⼗分な資⾦が確保されていることから、財務状況は安
定していると評価できます。 

 

 
図2.13 流動⽐率の推移 

 
  

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 333.21 312.64 277.59 251.06 272.80

近隣事業体平均値 324.11 307.78 350.90 309.80

類似団体平均値 350.79 354.57 357.74 344.88

全国平均値 260.31 261.51 252.29 243.36
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④ 企業債残⾼対給⽔収益⽐率 ＜給⽔収益に対する企業債残⾼の割合を⽰す＞ 

企業債残⾼対給⽔収益⽐率（％）＝ 
 企業債現在⾼ 

 給⽔収益 
 × 100 

 
【指標の解説】 

給⽔収益に対する企業債残⾼を⽰し、企業債残⾼の規模及び経営に及ぼす影響を表
す指標です。当該指標に明確な基準はありませんが、⾼すぎる場合は借⼊れが多く、低す
ぎる場合は必要な投資が⾏われていない状態であるといえます。 

【袋井市の場合】 
本市の企業債残⾼対給⽔収益⽐率は、近隣事業体等の平均値より下回っており、企

業債借⼊額が⽐較的少なく、計画的な返済により⽐率は減少しております。ただし、今後
は更新事業の増加による企業債の借⼊額の増加が⾒込まれるため、⽐率の上昇が想定さ
れます。また、給⽔⼈⼝の減少が⾒込まれることから、後述する給⽔⼈⼝１⼈当たり企業
債残⾼についても増加が⾒込まれます。 

なお、本市では当該指標の⽬標値を「300％以下」と設定しています。これは、「R２経
営戦略」策定時の類似団体平均値が「314.87％(2018年度(平成30年度)実績値)」
であることと、経営状況が厳しい事業者に対して国が交付する防災・安全交付⾦の採択基
準に当該⽐率が「300％以上」とあることから、⽬標値を「300％以下」としています。 

 
図2.14 企業債残⾼対給⽔収益⽐率の推移 

 

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 218.76 216.76 198.74 195.84 195.82

近隣事業体平均値 222.94 223.35 227.15 227.59

類似団体平均値 322.92 303.46 307.28 304.02

全国平均値 275.67 265.16 268.07 265.93
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⑤ 料⾦回収率 ＜有収⽔量１㎥当たりの費⽤に対する収⼊の割合を⽰す＞ 

料⾦回収率（％）＝ 
 供給単価 

 給⽔原価 
 × 100 

 
 
 
【指標の解説】 

給⽔に関わる費⽤がどの程度給⽔収益で賄えているかを表した指標であり、料⾦⽔準
等を評価することができます。数値が低いと資⾦調達に余裕がなく、数値が⾼いと資⾦調
達を着実に⾏えている状態であるといえます。 

【袋井市の場合】 
本市の料⾦回収率は100％を上回っていることから、供給単価が給⽔原価を上回って

おり、費⽤を回収できています。特に2022年度(令和４年度)には料⾦改定を実施してお
り、その効果もあって、近隣事業体等の平均値と⽐較しても⾼い⽔準を維持しています。こ
れにより、今後増加が⾒込まれる施設の更新需要や、設備投資に伴う給⽔原価の上昇、
さらには物価上昇等の外的要因に対しても、安定した財政基盤のもとで、⽔道事業を安
定的かつ計画的に継続できる体制が整っていると評価できます。 
 

 
図2.15 料⾦回収率の推移 

  

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 113.80 110.33 116.61 119.31 114.39

近隣事業体平均値 109.29 107.45 101.84 105.81

類似団体平均値 100.85 103.79 98.30 98.89

全国平均値 100.05 102.35 97.47 97.82
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⑥ 給⽔原価 ＜有収⽔量１㎥当たりの費⽤を⽰す＞ 

給⽔原価（円/m3）＝ 
 費⽤合計－⻑期前受⾦戻⼊ 

 年間総有収⽔量 
  

費⽤合計 ＝ 経常費⽤－( 受託⼯事費＋材料及び不⽤品売却原価 
＋附帯事業費 ) 

 
【指標の解説】 

有収⽔量１m3当たりどれだけの費⽤がかかっているかを表した指標です。河川や地下⽔
状況等の地域環境により、浄⽔に必要な施設や費⽤が異なるため、単純な⽐較はできま
せんが、低い⽅が少ない費⽤で給⽔できていることを⽰す値です。 

【袋井市の場合】 
本市の給⽔原価は124〜138円/m3を推移しており、近隣事業体等の平均値と⽐較

し、少ない費⽤で経営できている状況です。 
なお、給⽔原価が増加傾向となっている理由は、物価上昇等により動⼒費等の費⽤が

増加している⼀⽅で、給⽔⼈⼝の減少等に伴い有収⽔量が減少しているためです。 
 

 
図2.16 給⽔原価の推移 

  

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 123.93 127.72 132.59 132.00 137.83

近隣事業体平均値 138.04 140.44 147.92 144.31

類似団体平均値 167.10 167.86 173.68 174.52

全国平均値 166.40 167.74 174.75 177.56
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⑦ 施設利⽤率 ＜施設の効率性を⽰す＞ 

施設利⽤率（％）＝ 
 １⽇平均配⽔量 

 １⽇配⽔能⼒ 
 × 100 

 
 
 
【指標の解説】 

配⽔能⼒に対して、１⽇平均でどのくらいの割合で配⽔しているのかを⽰す指標です。
⼀般的には⾼い数値であることが望まれます。⼀⽅で、数値が100％に近い場合、災害や
施設メンテナンス等で設備が停⽌する際に対応するための予備⼒がないと評価する場合も
あります。 

【袋井市の場合】 
本市の施設利⽤率は63〜66％前後を推移しており、近隣事業体等の平均値と⽐較

すると同程度となっており、平均的な状況です。ただし、⽔道ビジョンを策定した2018年度
(平成30年度)の施設利⽤率は65.65％であり、当時と⽐較すると約３ポイント減少して
おり、施設能⼒に余剰が⽣じている状況であります。 

施設利⽤率が減少した要因としては、給⽔⼈⼝減少に伴う１⽇平均配⽔量の減少が
考えられます。今後は、施設更新時に適切な能⼒での更新や統廃合を実施することで、
施設利⽤率の向上を図ります。 

 
図2.17 施設利⽤率の推移 

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 66.28 65.62 64.64 62.50 62.52

近隣事業体平均値 69.00 67.96 67.36 66.72

類似団体平均値 59.91 59.40 59.24 58.77

全国平均値 60.69 60.29 59.97 59.81
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⑧ 有収率 ＜供給した配⽔量の効率性・収益性を⽰す＞ 

有収率（％）＝ 
 年間総有収⽔量 

 年間総配⽔量 
 × 100 

 
【指標の解説】 

施設の稼働がどの程度収益につながっているかを判断する指標です。数値が低い場合に
は⽔道施設や給⽔装置を通して給⽔される⽔量が収益に結びついていないため、原因を
特定し、その対策を講じる必要があります。 

【袋井市の場合】 
本市の有収率は90％を超えており、計画的な⽼朽管更新の推進や漏⽔修繕の迅速

な対応により、近隣事業体等の平均値と⽐較すると⾼い⽔準です。 
今後も有収率の向上に向けて⽼朽管の更新を効率的に進めていく必要があります。 

 

 
図2.18 有収率の推移 

  

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 90.70 90.70 90.70 90.55 90.49

近隣事業体平均値 83.63 83.96 83.32 83.23

類似団体平均値 87.26 87.57 87.26 86.95

全国平均値 89.82 90.12 89.76 89.42
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(イ) ⽼朽化の指標 

① 有形固定資産減価償却率 ＜施設の⽼朽度合を⽰す＞ 

有形固定資産減価償却率（％）＝ 
 減価償却累計額 

 償却資産 
 × 100 

 
【指標の解説】 

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標で、
数値が⾼いほど法定耐⽤年数を経過した資産が多く、⽼朽化度合が⾼いことを⽰していま
す。経過観察する中で、数値の増減を注視し、資産の⽼朽化度合を把握しておくことが肝
要です。 

【袋井市の場合】 
本市の有形固定資産減価償却率は、近隣事業体等の平均値と⽐較すると同程度と

なっていますが、増加傾向を⽰しています。アセットマネジメント計画に則り、法定耐⽤年数
での更新ではなく実耐⽤年数での管路や施設の更新を⾏っていくため、⽐率は今後も増加
傾向となる⾒込みです。 
 

 
図2.19 有形固定資産減価償却率の推移 

  

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 48.72 49.39 50.03 50.52 51.16

近隣事業体平均値 48.05 48.72 49.49 50.22

類似団体平均値 49.20 50.01 50.99 51.79

全国平均値 50.19 50.88 51.51 52.02
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② 管路経年化率 ＜管路の経年化度合を⽰す＞ 

管路経年化率（％）＝ 
 法定耐⽤年数を経過した管路延⻑ 

 管路延⻑ 
 × 100 

 
【指標の解説】 

⽔道資産の⼤半を占める管路の⽼朽度を⽰す指標であり、数値が⾼いほど古い管路が
多いことを表し、漏⽔や事故リスクが⾼いと考えられます。 

【袋井市の場合】 
本市の管路経年化率は、近隣事業体等の平均値と⽐較すると低い⽔準で、管路が⽐

較的新しい状態であるといえますが、増加傾向を⽰しています。前述の有形固定資産減価
償却率と同様、アセットマネジメント計画に則り、実使⽤年数での管路更新を⾏っていくた
め、⽐率は今後も増加傾向となる⾒込みです。 
 

 
図2.20 管路経年化率の推移 

  

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 9.57 12.22 12.09 11.72 17.25

近隣事業体平均値 23.12 22.57 23.41 23.89

類似団体平均値 18.33 20.27 21.69 23.19

全国平均値 20.63 22.30 23.75 25.37
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③ 管路更新率 ＜１年間に更新した管路延⻑の割合を⽰す＞ 

管路更新率（％）＝ 
 当年度に更新した管路延⻑ 

 管路延⻑ 
 × 100 

 
【指標の解説】 

管路の更新ペースや状況を把握できる指標です。法定耐⽤年数の40年サイクルでの更
新とすると年間2.5％の更新が必要ですが、管路の状態や管種等から適切な更新率を判
断することが重要です。 

【袋井市の場合】 
本市の管路更新率は、近隣事業体等の平均値と⽐較すると概ね同程度の⽔準ですが、

1.0％未満であり、アセットマネジメント計画で定めた本市の実使⽤年数である50〜100
年での更新を考えると、管路の更新率は1.0〜2.0％以上となりますが、⽬標値に達してい
ない状況です。 

ただし、前述のように、本市では特に重要な基幹管路の耐震化を重点的に進めているこ
とや、労務費の上昇、資材単価の⾼騰等の影響により、⽬標値に達していない状況です。 
 

 
図2.21 管路更新率の推移 

  

2020 2021 2022 2023 2024
袋井市実績値 0.63 0.84 0.60 0.68 0.68

近隣事業体平均値 0.69 0.66 0.65 0.49

類似団体平均値 0.60 0.56 0.60 0.53

全国平均値 0.69 0.66 0.67 0.62
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【参考指標】  
① 事業収益対資⾦残⾼⽐率 

事業収益対資⾦残⾼⽐率（％）＝ 
 現⾦預⾦残⾼ 

 事業収益 
  

事業収益 ＝ 営業収益 － 受託⼯事収益 ＋ 他会計補助⾦（収益的収⼊） 
 
【指標の解説】 

業務運営上必要な資⾦を確保できているかを⽰す指標で、⽇常業務に⽀障をきたさな
い範囲で、適切に資⾦を確保できているかを評価します。 

総務省では、事業収益に対して３〜４か⽉分(25％)は最低限必要と⽰しており、本
市は⼗分な資⾦を確保できているといえます。 

 
※近隣事業体平均値は、HPで決算書が公開されている磐⽥市、掛川市、島⽥市、菊川市の平均値 

 

② 給⽔⼈⼝1⼈当たり企業債残⾼ 

給⽔⼈⼝1⼈当たり企業債残⾼（円/⼈）＝ 
 企業債残⾼ 

 給⽔⼈⼝ 
  

 
【指標の解説】 

企業債残⾼を給⽔⼈⼝１⼈当たりに換算したもので、企業債残⾼対給⽔収益⽐率と
同様に企業債残⾼の規模を表す指標です。数値が低いほど給⽔⼈⼝１⼈当たりが負担
している企業債残⾼が少ないことを表します。 

本市の給⽔⼈⼝１⼈当たりに対する企業債残⾼は減少傾向を⽰しており、近隣事業
体等の平均値よりも低い状況です。 

 
 

  

単位︓％

2020 2021 2022 2023 2024

袋井市実績値 118.29 117.52 117.42 133.22 127.29

近隣事業体平均値 － 97.67 93.92 107.12 －

単位︓円/⼈

2020 2021 2022 2023 2024

袋井市実績値 36,282 35,618 35,178 35,045 35,109

近隣事業体平均値 37,527 37,359 37,822 38,307 －

類似団体平均値 60,971 59,677 58,473 58,169 －
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③ 最⼤稼働率 

最⼤稼働率（％）＝ 
 １⽇最⼤配⽔量 

 １⽇配⽔能⼒ 
 × 100 

 
 
【指標の解説】 

⽔道施設が１⽇に供給した⽔量が、施設の最⼤能⼒に対してどの程度かを⽰す指標で
す。⾼い数値は効率的な運⽤を意味しますが、100％に近い場合は余裕がなく、安定した
給⽔に⽀障をきたす可能性があります。 

本市の実績値は70％程度で推移しており、30％程度の余裕を有している状況です。 
 

単位︓％

2020 2021 2022 2023 2024

袋井市実績値 71.99 71.59 71.44 69.39 68.25

近隣事業体平均値 79.93 77.89 77.92 77.00 －
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イ 分析結果のまとめ 

(ア) 経営指標のクロス分析 

【経営の健全性・効率性に関する分析】 

 
 
【⽼朽化の状況に関する分析】 

 
 
  

  前回(2022年度(令和４年度))の料⾦改定により、経常収⽀⽐率と料⾦回収
率は、いずれも110％程度で健全な経営が維持されておりますが、⼀⽅で、最近
の物価⾼騰による影響により、給⽔原価は年々上昇傾向にあることから収益を
圧迫する要因となっており、今後、定期的な料⾦の検討及び⾒直しが必要です。

  企業債残⾼対給⽔収益⽐率が約200%前後で、給⽔収益の約２倍の企業
債残⾼を抱えている状況であるものの、経常収⽀⽐率が⿊字であることを踏まえ
ると、現時点では返済能⼒に問題はないとみられます。 

  施設利⽤率が60％前半と低い状況となっており、⻑期的な取組として配⽔池や
ポンプ場等施設規模の適正化や統廃合を⾏うとともに、有収率は90％以上と⼀
定の⽔準となっていますが、⽼朽管更新や漏⽔対応等有収率向上に努めていく
必要があります。 

  管路経年化率と管路更新率は近隣事業体等と⽐較して望ましい状況であります
が、管路経年化率が増加傾向であるのに対し、管路更新率は横ばい傾向である
ことから、管路更新のさらなる推進が必要です。 

  施設の更新時期は、「実使⽤年数」による更新を⾏っていることから、有形固定資
産減価償却率が年々上昇する⼀⽅で、流動⽐率が全国平均と同程度で維持さ
れているため、現時点では投資ができている状況にあります。今後はアセットマネジ
メント計画に則った、計画的な更新が必要です。 
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(イ) レーダーチャート 

本市と同じ類似団体区分「A４」に分類されている事業体と近隣事業体の経営指標平
均値（2023年度(令和５年度)実績値）と⽐較した結果を以下に⽰します。 

なお、次のレーダーチャートは全国平均値を100とした場合で⽰し、チャートの外側ほど望
ましい状態であることを⽰します。また、「累積⽋損⾦⽐率」については、累積⽋損⾦がない
ためチャートからは除外しています。 

 

 
図2.22 袋井市⽔道事業 分析結果 
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表2.10 経営指標⼀覧表 

 

2020 2021 2022 2023 2024

実績値 113.43 110.39 115.72 118.44 114.08

実績値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

実績値 333.21 312.64 277.59 251.06 272.80

実績値 218.76 216.76 198.74 195.84 195.82

実績値 113.80 110.33 116.61 119.31 114.39

実績値 123.93 127.72 132.59 132.00 137.83

実績値 66.28 65.62 64.64 62.50 62.52

実績値 90.70 90.70 90.70 90.55 90.49

実績値 48.72 49.39 50.03 50.52 51.16

実績値 9.57 12.22 12.09 11.72 17.25

実績値 0.63 0.84 0.60 0.68 0.68

174.52

施設利⽤率（％）

1⽇平均配⽔量
1⽇配⽔能⼒

×100

算出式 ×100

算出式 ×100

算出式 ×100

算出式 ×100

管路延⻑
0.53

23.12

0.66

22.57 23.41

類似団体
平均値

減価償却累計額
償却資産

0.60

－0.69

算出式 ×100

×100算出式

×100算出式

算出式 ×100

18.33 20.27 21.69 23.19 －

類似団体
平均値 167.10 173.68

⑩

⑧

経
営
の
健
全
性
・
効
率
性

類似団体
平均値 49.20 50.01 50.99 51.79 －

⑨

⽼
朽
化
の
状
況

⑪

類似団体
平均値 59.91 59.40

管路経年化率（％）

類似団体
平均値

－

100.85 103.79 98.30 98.89
算出式 ×100

給⽔原価
供給単価

0.56 0.60

管路更新率（％）

当年度に更新した管路延⻑

法定耐⽤年数を経過した管路延⻑
管路延⻑

算出式 ×100

算出式
類似団体
平均値

年間総有収⽔量

③

類似団体
平均値 322.92 303.46 307.28 304.02 －

④

－近隣事業体
平均値

357.74 344.88 －

流動⽐率（％）

流動資産
流動負債

近隣事業体
平均値

企業債残⾼対給⽔収益⽐率（％）

企業債現在⾼

②

類似団体
平均値 110.91 111.49 109.09 109.05

営業収益－受託⼯事収益 類似団体
平均値 0.92 0.87 0.93 1.02 －

－

－

－

324.11 307.78 350.90 309.80

227.59 －

69.00 67.96 67.36 66.72 －

222.94

59.24 58.77

167.86

区分

経常収⽀⽐率（％）

累積⽋損⾦⽐率（％）

当年度未処理⽋損⾦
近隣事業体

平均値

経常収益
近隣事業体

平均値

0.00 0.00 0.00 0.00 －

107.87 －

経常費⽤

111.00 109.33 104.70

－

年　　　　　度

①

給⽔収益

類似団体
平均値 350.79

⑤

近隣事業体
平均値 138.04 140.44 147.92 144.31 －

給⽔原価（円/m3）

費⽤合計－⻑期前受⾦戻⼊⑥

近隣事業体
平均値 109.29 107.45 101.84 105.81 －

料⾦回収率（％）

⑦

有収率（％）

年間総有収⽔量
年間総配⽔量

有形固定資産減価償却率（％）

近隣事業体
平均値 83.63 83.96 83.32

類似団体
平均値 87.26 87.57 87.26 86.95 －

83.23

近隣事業体
平均値

指標の
⽬指すべき

⽅向

0.65 0.49

近隣事業体
平均値 48.05 48.72 49.49 50.22 －

23.89 －

近隣事業体
平均値

近隣事業体
平均値

223.35 227.15

指　　　標

－

354.57
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３ 将来の事業環境 

(１) 給⽔⼈⼝と⽔需要の予測 

将来の給⽔⼈⼝は、「⽔道ビジョン」の需要予測に基づくものとします。 
給⽔⼈⼝及び１⽇平均給⽔量の実績値としては減少傾向を⽰しています。１⽇平均

給⽔量が減少傾向となった要因としては、単⾝世帯の増加や節⽔器具の普及、節⽔意
識の⾼まり等により、１⼈当たりの使⽤⽔量が減少したことが挙げられます。 

今後の推計値としては、給⽔⼈⼝、１⽇平均給⽔量ともに減少傾向となることが予測さ
れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図3.1 ⽔道事業の実績値及び推計値 
 

 

図3.1 給⽔⼈⼝と⽔需要の実績値及び推計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽔需要の算出⽅法 

① 過去の実績値をもとに、⽣活⽤、業務・営業⽤、⼯場⽤の各有収⽔量の推計値を
時系列傾向分析等で推計 

② 過去の実績値をもとに、有収率、有効率、負荷率の⽬標値を設定 
③ ①で算出した有収⽔量推計値(＝⽣活⽤＋業務・営業⽤＋⼯場⽤)を②で設定し

た有収率で除して、１⽇平均給⽔量の推計値を算出 
④ ③で算出した１⽇平均給⽔量推計値を②で設定した負荷率で除して、１⽇最⼤

給⽔量の推計値を算出 
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(２) 収益的収⽀の⾒通し 

収⼊については、前述の⽔需要の予測でも⽰したように、⽔需要が減少傾向であること
から、料⾦収⼊が減少傾向となることが推測され、収⼊全体も減少傾向となる⾒込みです。
⼀⽅、⽀出については、管路や施設更新に伴う減価償却費や企業債借⼊れによる⽀払
利息の増加等、投資増加による影響のほか、⼈件費や動⼒費、材料費等の物価上昇の
影響により、増加傾向となる事が予測されます。 

その結果、料⾦改定をしなかった場合、収⼊は減少傾向、⽀出は増加傾向が⾒込まれ
ることから、2030年度(令和12年度)における収益的収⽀は僅かに⿊字の状況であるもの
の、2031年度(令和13年度)以降は⾚字になると想定されます。また、純利益が減少し
⼯事費の不⾜額を補填する内部留保資⾦を維持できなくなるため(後述53⾴「図5.1」参
照) 、2026年度(令和８年度)に料⾦改定を⾏うことが必要となります。 
 

※収益的収⼊︓料⾦収⼊、他会計負担⾦、⻑期前受⾦戻⼊ 等 
収益的⽀出︓⼈件費、動⼒費、薬品費、受⽔費、委託費、減価償却費、資産減耗費、⽀

払利息 等 
 

 
図3.2 収益的収⽀の実績値及び推計値(料⾦改定をしなかった場合) 

 
※2025年度(令和７年度)は予算値とし、2026年度(令和８年度)以降の料⾦収⼊の⾒通しは、有収⽔

量の推計値に2024年度(令和６年度)の供給単価を乗じて算出 
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図3.3 収益的収⽀の実績値及び推計値(料⾦改定を実施した場合) 

 
※2025年度(令和７年度)と2026年度(令和８年度)は予算値とし、2027年度(令和９年度)以降の料

⾦収⼊の⾒通しは、有収⽔量の推計値に料⾦改定後の供給単価を乗じて算出 
 
 

  

39



 

(３) 施設の⾒通し 

本市⽔道事業では、2018年度(平成30年度)に資産の⽼朽化や更新需要を⾒通す
「アセットマネジメント計画」を策定し、2023年度(令和５年度)には⽔需要の減少や⼯事
費⾼騰等の変化に対応するため計画を⾒直しました。更新時期の検討は「法定耐⽤年数」
と「実使⽤年数」の２通りで⾏い、今後は更新費⽤の平準化を図るため、実使⽤年数に
基づく更新を進める⽅針です。 

「アセットマネジメント計画」の実使⽤年数に基づいた更新需要に基づき、⽔道施設
（ハコモノ）と管路（基幹管路耐震化、配⽔⽀管更新）の更新事業に、⼩⼝径管路
と下⽔道や区画整理事業の他事業に伴う管路⼯事を加え、事業費を平準化した結果、
年間約8.2億円の更新事業費となります。 
 

 
図3.4 更新事業費 
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配⽔⽀管更新 ⼩⼝径⽼朽管・他事業更新
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実使⽤年数で更新した場合の費⽤

⽔道施設(ハコモノ)更新 基幹管路耐震化
配⽔⽀管更新 ⼩⼝径⽼朽管・他事業更新

(億円)

平均事業費︓8.2億円

平均事業費︓20.7億円

現計画 

６億円/年 

⾒直し後 

8.2 億円/年

2.2 億円の増

⽔道施設(ハコモノ)の更新  0.8 億円/年
基幹管路耐震化      3.0 億円/年
配⽔⽀管更新       3.3 億円/年
⼩⼝径管更新       0.1 億円/年
他事業関連事業      1.0 億円/年

40



 

＜参考＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 実使⽤年数の区分基準 

表 3.1 実使⽤年数⼀覧 

 
● 管路のダウンサイジング 

各地域の⽔需要を考慮し、管路更新に合わせて管路のダウンサイジングを⾏って
います。 

  

45 70 鋳鉄管 40 50

池状構造物 60 90 ダクタイル鋳鉄管（耐震） 40 100

さく井(井⼾)※ 10 － ダクタイル鋳鉄管（⾮耐震） 40 60

場内配管 40 100 硬質塩ビ管（ＶＰ） 40 60

ポンプ 15 25 硬質塩ビ管（ＨＩＶＰ） 40 60

薬注設備 15 25 ポリエチレン管（HPE） 40 100

⾃家発電機 15 40 ポリエチレン管（PP・PE） 40 60

⾃家発電機を除く電気設備 20 40 鋼管(ライニング鋼管) 40 60

10 40 鋼管(上記以外) 40 60
※ ステンレス管 40 100

⽯綿セメント管 40 －

本市のさく井（井⼾）は、必要な取⽔量を安定して確保できている
ことから、取⽔量を監視することで、取⽔能⼒に不⾜が⽣じてきた
場合に更新するものとし、計画的な更新対象からは除外します。

電
気

計装

管路の実使⽤年数

⼯ 種  法定耐⽤年数  実使⽤年数

⼟
⽊

機
械

構造物および設備の実使⽤年数

⼯ 種  法定耐⽤年数  実使⽤年数

建築物

配水支管

配
水
支
管

配水池
配水本管(基幹管路)

配水本管(基幹管路)

配
水
本
管
(基

幹
管
路
)

人口減少

水需要減少
予測｝

配水支管

配
水
支
管

水需要減少

配水池
配水本管(基幹管路)

配水本管(基幹管路)

配
水
本
管
(基

幹
管
路
)

※基幹管路は、老朽管更新(耐震化)第2次計画に基づき更新中

水需要減少を見据え配水支管の口径の適正化
水需要減少

【口径縮径のイメージ】

(サービス管)

【管路延長削減のイメージ】

路線両側に配水支管(サービス管)がある場合は、
配水本管更新時に片側のサービス管を廃止するこ

とで管路延長を削減

(配水本管から取出)

配水支管の口径縮径更新

配水本管の口径縮径更新

配水本管
配水支管

給水管 給水管

配水支管

配水支管
給水管

配水本管(更新)

給水管
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 (４) ⽔道事業の課題 

ア 給⽔⼈⼝と⽔需要の減少 

⽔道事業は独⽴採算事業であり、⽔道料⾦収⼊で運営されることを原則としています。
よって、⽔道料⾦収⼊の減少は、事業の安定経営や継続性を脅かす状況となります。しか
し、前述の将来の予測として、給⽔⼈⼝や給⽔量は減少傾向となるため、それに伴い⽔道
料⾦も減少となる⾒込みです。 

このため安定かつ確実なサービス体制を維持するために料⾦確保の取組が重要課題と
なります。 
 
イ 地震災害への備えと耐震化の遅れ 

南海トラフ巨⼤地震等の⼤規模地震が発⽣した場合には、⽔道⽔は被災時の⽣活を
はじめ、医療や救護、消防活動等のあらゆる場⾯で必要となります。 

本市⽔道事業では、⼤規模地震に備えた取組として、各地域に配⽔するための主要な
管路である基幹管路の耐震化を重点的に実施しています。しかし、近年の労務費の上昇
や物価上昇に伴う資材単価の⾼騰、⼯事経費の上昇等の要因により、事業の進捗が計
画より遅れている状況です。 
 
ウ 技術職員の不⾜ 

安全な⽔道⽔の安定的な供給や将来を⾒据えた経営効率化を推進するためには、知
識と技術の継承が重要となります。しかし、近年では市全体として、施設の管理等をする技
術職員は減少しており、新たな⼈材確保も困難な状況となっているため、職員の確保と専
⾨⼈材の育成が課題となっています。 
 
エ ⽔道施設の⽼朽化による更新需要の増加 

⽔道事業者の共通の課題として、施設の⽼朽化や⼤規模地震に備えた耐震化に伴う
更新需要の増加と、それらに要する財源の確保が挙げられ、さらに、近年では⼈件費や材
料費の⾼騰により更新需要は増加傾向となっています。 

⽔道は重要なライフラインであるため、⽔道施設の更新や耐震化は必要な事業でありま
すが、⼀⽅で更新需要を抑える取り組みも必要です。ダウンサイジングによる管路⼝径の縮
⼩や施設の統廃合、近隣市町との連携による施設の共有化等、更新需要縮⼩に向けた
取組が課題となっています。 
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４ 経営の基本⽅針 

本市では、2025年度(令和７年度)に「第３次袋井市総合計画前期基本計画」を策
定し、“にぎわい ずっと続くまち ふくろい”を将来像とし、まちづくりを進めていきます。 

総合計画では、⽔道が市⺠⽣活や社会経済活動にとって、⽋くことのできないライフライ
ンとなっていることから、≪上下⽔道の持続可能な経営≫を取組とし、＜上下⽔道事業の健
全経営の確保＞、＜⽔道⽔の安定供給の確保＞を基本⽅針としています。 

さらに、「⽔道ビジョン」では、少⼦⾼齢化等の環境変化や⼤規模地震の発⽣に対応し、
安全で安⼼な⽔道⽔を市⺠へ供給することを⽬指すため、「健やかで活⼒あふれる都市
（まち）をはぐくむ⽔道」を基本理念とし、「安全」「強靭」「持続」を⽬標としています。「経
営戦略」においても、これらを基本⽅針として取り組んでいきます。 
 
 
◆「第３次袋井市総合計画前期基本計画」 

 
 
  

基本⽬標

〜住み続けたいと思える魅⼒あふれるまちの実現〜
都市機能や⾃然環境、産業のバランスを整えていくとともに、豊かな観光資源や
⽂化・スポーツなどを起点とした多様な交流を通じた、活⼒あふれるまちの実現を
⽬指して挑戦し続けます

政 策 施策５ 建設保全
⽣活基盤の整った持続可能で安全なまちを⽬指します

取 組
基本⽅針

取組２ 上下⽔道の持続可能な経営
近隣市町等との業務の広域化やDXの活⽤等による更なる経営の効率化、
財源確保により基盤強化を図るとともに、専⾨⼈材の確保と育成に取り組みます

基本⽅針１ 上下⽔道事業の健全経営の確保
基本⽅針２ ⽔道⽔の安定供給の確保

まちの将来像
にぎわい ずっと続くまち ふくろい
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◆「⽔道ビジョン」（2018年度(平成30年度)） 
 
 
 

  
 
 
 
  

目標１

【安全】安全でおいしい水道

(1) 安心を提供する水道

(2) 環境にやさしい水道

目標２

【強靭】いつでも安定した水道

(3) いつでも使える水道

(4) 災害に強い水道

目標３

【持続】未来につなぐ水道

(5) 健全な事業経営

(6) 水道技術の継承

(7) 市民に身近な水道

基本理念 目  標 基 本 施 策 

健
や
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
都
市(

ま
ち)

を
は
ぐ
く
む
水
道 
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⽬標・基本施策 今後５年間の取組

⽔道施設運転管理業務委託による適切な⽔質監視・管理及び貯⽔槽⽔道
設置者への管理指導

PFOS・PFOAの⽔質検査の実施と市⺠への⽔質検査結果の周知

全⽔道施設への監視カメラの設置等による監視体制の実施

建設廃棄物の有効活⽤や機器更新に伴う省エネルギー機器の導⼊

⾼圧電⼒使⽤施設での再⽣可能エネルギーの利⽤

⽬標２　【強靭】いつでも安定した⽔道

⽔道施設(ハコモノ)更新計画に基づく計画的な施設の更新

配⽔⽀管(⼝径100㎜・75㎜)更新計画に基づく計画的な⽼朽管の更新及
び⼩⼝径管の更新

安価な資材の活⽤や施設更新時における最適な施設規模の⾒直し

⽔道施設の耐震診断の実施及び必要に応じた耐震補強等の実施

計画的に基幹管路の耐震化を実施し、2031年度(令和13年度)までに耐
震適合率66.5%を達成

被災地での応急給⽔活動等による被災時対応の知識や技術の蓄積及び応
急給⽔・復旧訓練の実施

災害に備えたソフト対策の充実(簡易受⽔槽の購⼊や給⽔袋の更新、復旧
⽀援受⼊体制の充実など)

⽬標３　【持続】未来につなぐ⽔道

⽔道料⾦等懇話会を設置し、財政収⽀⾒通しや投資費⽤、経営規模に⾒
合った⽔道料⾦について検討

経営戦略及びアセットマネジメント計画の定期的な⾒直し

掛川市・菊川市・御前崎市との４市による⽔道料⾦システムと窓⼝業務委託
の共同発注の実施

遠州圏域市町や企業局を含めた広域化の検討

遠州⽔道の受⽔費に係る基本料⾦・使⽤料に関する研究、協議、県企業
局への要望

eL-QR導⼊による⼿数料削減

定期預⾦など資⾦運⽤の充実

漏⽔の早期発⾒、管路の劣化予測などのAIの活⽤やDB(デザインビルド)⽅
式などによる事務の効率化に向けた取組

⽇々の業務におけるOJTの実施や外部研修会を利⽤した⽔道技術の習得・
継承、インターンシップの積極的な受け⼊れ等による⼈材の確保

⽔道施設(ハコモノ)情報の電⼦化の継続

広報やHP、様々なイベントを活⽤したPRの継続、⽔道施設⾒学会の継続
的な実施

やさしい⽇本語等を活⽤した外国⼈への周知

基本施策７　市⺠に⾝近な⽔道

基本施策１　安⼼を提供する⽔道

⽬標１　【安全】安全でおいしい⽔道

基本施策２　環境にやさしい⽔道

基本施策３　いつでも使える⽔道

基本施策４　災害に強い⽔道

基本施策５　健全な事業経営

基本施策６　⽔道技術の継承

重点

重点

重点

重点

重点
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５ 投資・財政計画（収⽀計画） 

(１) 投資・財政計画(収⽀計画)の策定に当たっての説明 

ア 数値⽬標 

「第３次袋井市総合計画」における基本⽬標、「⽔道ビジョン」で掲げた基本理念や⽬
標、本計画の「３ (４) ⽔道事業の課題」等を踏まえ、投資・財政計画における進捗管
理を⾏うために数値⽬標を定めます。なお、下表に⽰すように、経営戦略における⽬標値に
ついては、第３次袋井市総合計画の⽬標値の設定に合わせて、⽬標値の⾒直しを⾏いま
した。 

「２ (２) これまでの主な取組」で⽰したように、財源に関する４つの項⽬については⽬
標を達成している状況ですが、投資に関する２つの項⽬については達成できていない状況
です。今後も労務費の上昇や資機材単価の⾼騰、⼟⽊業界全体の課題となっている技
術者不⾜等、投資に関する環境はより厳しい状況となることが⾒込まれますが、適正な財
源を確保し、官⺠で連携して投資⽬標の達成を⽬指します。 
 

表5.1 投資及び財源の数値⽬標 

 
 
 
  

現状
(2024年度)

現⽬標値
(2030年度)

新⽬標値
(2030年度)

基幹管路耐震適合率 51.7% 63.8% 64.3%

管路更新率 0.68% １％以上 １％以上

営業収⽀⽐率 104.2% 100.9% 105.0%

経常収⽀⽐率 114.1% 110.1% 114.7%

企業債残⾼対給⽔収益⽐率 195.82% 300％以下 300％以下

内部留保資⾦残⾼ 11.1億円 ６億円以上 ６億円以上

指　　標

投
資

財
源

＜現計画との⽬標値の変更点＞ 

・基幹管路耐震適合率は、完了時期を2031年度(令和13年度)とし、２年前倒し
に伴う⽬標値に変更 

・営業収⽀⽐率及び経常収⽀⽐率は、2021年度(令和３年度)〜2024年度(令
和６年度)の４年間の実績の平均値に変更 
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イ 各費⽬の推計条件 

財政収⽀における各費⽬の算定条件を以下に⽰します。各費⽬は過去の実績等を基
に設定し、また、近年顕著になっている物価上昇の影響を考慮しています。 
 

表5.2 収益的収⽀の算定条件 

 
  

算定条件

下記(１)〜(３)の合計

供給単価×年間有収⽔量

計上しない

2020年度〜2024年度の実績値の平均値に将来の⾒込み額を加算

下記(１)〜(３)の合計

計上しない

過年度分＋将来投資分の⾒込み額

2020年度〜2024年度の実績値の平均値に将来の⾒込み額を加算

営業収益＋営業外収益

下記(１)〜(４)の合計

下記３項⽬の合計

基本給 職員１⼈当たり給料の平均値に年３％の上昇を考慮し、職員⼈数の計画値を乗じて算出

退職給付⾦ 過去の実績を基に1年あたりに要する平均額を計上

その他 職員１⼈当たり実績値の平均値に年３％の上昇を考慮し、職員⼈数の計画値を乗じて算出

下記６項⽬の合計

動⼒費 2024年度の⾃⼰⽔源単位⽔量当り動⼒費に年2％の単価上昇を仮定し、将来配⽔量を乗
じて算出

薬品費 2024年度の⾃⼰⽔源単位⽔量当り薬品費に年2％の単価上昇を仮定し、将来配⽔量を乗
じて算出

修繕費 2020年度〜2024年度の実績値の平均値を基準に年２％の値上げと仮定

材料費 2020年度〜2024年度の実績値の平均値

受⽔費 将来の受⽔量推計値を算出し、基本料⾦と使⽤料⾦を乗じて算出

その他 2020年度〜2024年度の実績値の平均値

2020年度〜2024年度の実績値の平均値を基準に年２％の値上げ＋個別の委託予定額

既存分＋将来投資分の⾒込み額

下記(１)〜(２)の合計

既存分＋新規企業債借⼊れ分（利率3.5％と仮定）

2020年度〜2024年度の実績値の平均値

営業費⽤＋営業外費⽤

収益的収⼊－収益的⽀出

計上しない

2020年度〜2024年度の実績値の平均値

特別利益－特別損失

経常損益＋特別損益

同項⽬の前年度額＋当年度純損益－積⽴⾦への振替額

特別利益

特別損失

特別損益

収
益
的
⽀
出

収益的⽀出　計

収
益
的
収
⽀

(２)その他

(２)⻑期前受⾦戻⼊

収
益
的
収
⼊

１　営業収益

費　　　　⽬

経常損益

(３)その他営業外収益

収益的収⼊　計

１　営業費⽤

(１)職員給与費

(２)経費

２　営業外収益

(１)料⾦収⼊

(２)受託⼯事収益

(３)その他営業収益

(１)補助⾦

(３)委託費

(４)減価償却費

２　営業外費⽤

(１)⽀払利息

当年度純利益(⼜は純損失)

繰越利益剰余⾦⼜は累積⽋損⾦
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表5.3 資本的収⽀の算定条件 

 
 
  

算定条件

建設改良費(⼯事請負費)の45％(2026年度以降）、利率3.5％、30年償還、据置期間
なし
2027年度〜2031年度は2026年度予算額、、2032年度以降は基幹管路更新事業費を
⾒込んで計上

計上しない

簡⽔統合および企業⽴地に伴う⽔道事業起債元⾦償還⾦の⾒込み額を計上

計上しない

2020年度〜2024年度の実績値の平均値に、2027年度は19,000千円、2029年度は
20,000千円を加算。

計上しない

2020年度〜2024年度の実績値の平均値

2020年度〜2024年度の実績値(加⼊分担⾦)のうち、最も少ない2022年度実績値で⼀定
と仮定(20,000千円)

上記９項⽬の合計

計上しない

上記２項⽬の合計

投資計画値に年２％の物価上昇を考慮

職員１⼈当たり実績値の平均値に年３％の上昇を考慮し、職員⼈数の計画値を乗じて算出

既存分＋新規企業債借⼊れ分

計上しない

計上しない

2020年度〜2024年度の実績値の平均値

上記５項⽬の合計

資本的⽀出－資本的収⼊

当年度発⽣分の損益勘定留保資⾦

計上しない

計上しない

建設改良積⽴⾦取り崩し額＋消費税資本的収⽀調整額

上記４項⽬の合計

資本的収⽀不⾜額－補填財源計

損益勘定留保資⾦残⾼(過年度・当年度)＋建設改良積⽴⾦残⾼

前年度残⾼＋当年度発⾏額－企業債償還⾦

５　他会計借⼊⾦

６　国(県)補助⾦

７　固定資産売却代⾦

費　　　　⽬

１　企業債

２　他会計出資⾦

３　他会計補助⾦

４　他会計負担⾦

資本的収⼊額が資本的⽀出額に不⾜する額

４　他会計への⽀出⾦

５　その他

資本的収⼊　計

資本的⽀出　計

資
本
的
⽀
出

資
本
的
収
⽀

８　⼯事負担⾦

９　その他

計

上記のうち翌年度へ繰り越される
⽀出の財源充当額

資
本
的
収
⼊

１　建設改良費

うち職員給与費

２　企業債償還⾦

３　他会計⻑期借⼊返還⾦

補填財源不⾜額

内部留保資⾦残⾼

企業債残⾼

１　損益勘定留保資⾦

２　利益剰余⾦処分額

３　繰越⼯事資⾦

４　その他

補
填
財
源

補填財源　計
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(２) 投資についての説明 

ア 投資の概要 

本市⽔道事業では、投資に関する事業計画として、「⽔道施設(ハコモノ)更新計画」、
「基幹管路更新(耐震化)計画」、「配⽔⽀管(⼝径100㎜・75㎜)更新計画」を策定して
おり、これらの計画に基づいて、⽔道施設の更新を実施しています。 

しかしながら、前述の⽔道事業の課題でも⽰したように、⽔需要の減少に伴う⽔道料⾦
収⼊の減少、近年の労務費の上昇、物価上昇に伴う資材単価の⾼騰、⼯事経費の上
昇等の要因により、事業の進捗が計画より遅れている状況となっています。 

そのため、2023年度(令和５年度)に実施した「アセットマネジメント計画」の更新に併せ
て、これらの計画の⾒直しを⾏いました。今後は⾒直し後の計画に基づき、⽔道施設の更
新を進めていきます。 

なお、基幹管路の更新については、⽔道料⾦等懇話会からの提⾔を受け検討した結果、
基幹管路耐震化の⽬標を２年前倒しで進める⽅針としたため、基幹管路耐震化事業は、
2031年度（令和13年度）の完了を⽬指します。 
 
表5.4 計画期間(2026年度(令和８年度)〜2030年度(令和12年度))における⼯事費 

 
※上記のほか、他事業関連事業で１億円/年、⼩⼝径管更新で0.3億円/年を計上 

  

⼯事費(千円) 年平均(千円)

⽔道施設(ハコモノ)更新事業 479,700 95,900

基幹管路更新(耐震化)事業 3,255,130 651,000

配⽔⽀管(⼝径100㎜・75㎜)更新事業 248,900 50,000

合計 3,983,730 797,000
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イ 策定に反映した事業計画 

(ア) ⽔道施設(ハコモノ)更新計画 

本市⽔道事業では、創設以来、⽔需要の増加ニーズに応えるため、配⽔池や⽔源等
の⽔道施設を拡張してきました。しかしながら、近年は⼈⼝減少が急速に進み、本市にお
いても使⽤⽔量(有収⽔量)の減少や⽔道料⾦収⼊の減少が課題となっています。このよう
な状況の中で、拡張により建設してきた⽔道施設も⽼朽化し、更新時期を迎えることとなり、
その更新に必要な財源の確保も課題となっています。 

以上より、更新費⽤の抑制や平準化を⽬的とし、2023年度(令和５年度)に⾒直した
「⽔道施設(ハコモノ)更新計画」に則り、今後の⽔需要減少にみあった施設の統廃合やダ
ウンサイジングを⾏います。 

なお、「⽔道施設(ハコモノ)更新計画」ではアセットマネジメント計画で定めた実使⽤年
数に基づき更新順位を設定しています。 
 
 
 
 

※ 2026年度(令和８年度)〜2030年度(令和12年度)の⼯事費 4億7,970万円 

表5.5 ⽔道施設(ハコモノ)更新計画の事業計画 

 
  

「⽔道施設(ハコモノ)更新計画の事業計画」の事業計画 
計画期間︓2024年度(令和６年度)〜2038年度(令和20年度) 
計画期間内更新費⽤︓７億7,820万円 

配⽔系 施設名称 設備名称 実施年度

⼩笠⼭ 法多加圧場 配⽔ポンプ 2028

取⽔ポンプ 2028

送⽔ポンプ 2028

取⽔ポンプ 2028

除鉄除マンガン装置 2028

配⽔ポンプ 2028

取⽔ポンプ 2028

送⽔ポンプ 2029

配⽔ポンプ 2029

浅⽻第１⽔源 送⽔ポンプ 2027

浅⽻第２⽔源 取⽔ポンプ 2027

浅⽻第４⽔源 取⽔ポンプ 2027

笠原⽔源

観⾳⼭

笠原

三川⽔源

萱間⽔源萱間

三川

配⽔系 施設名称 設備名称 実施年度

袋井第１⽔源 送⽔ポンプ 2027

取⽔ポンプ（１号井） 2027

取⽔ポンプ（２号井） 2027

第１配⽔池 電気・計装設備 2029

送⽔ポンプ 2028

電気・計装設備 2030

⼭梨ポンプ場 ⾼圧受電設備 2026

⼤⽇加圧場 配⽔ポンプ 2028

取⽔ポンプ（１号井） 2028

取⽔ポンプ（２号井） 2028

除鉄除マンガン装置 2026

第５ 第５⽔源

第１ 袋井第２⽔源

袋井第３⽔源第２

第４
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(イ) 基幹管路更新(耐震化)計画 

本市⽔道事業では、導送⽔管及び⼝径150㎜以上の配⽔管を「基幹管路」と定義し、
このうち配⽔池と避難所等の災害時重要施設を結ぶ基幹管路の耐震化を優先して進め
ています。なお、更新順位は、管路の需要度、地震時の被害率、管種、経過年数、災害
時重要施設への給⽔寄与度等を基に設定しています。 

事業の進捗状況としては、2024年度(令和６年度)の⽬標値は54.0％(計画⾒直し
前)であるのに対し、実績値は51.7％で⽬標に達していない状況です。また、前述のように、
⽔道事業等懇話会において、基幹管路の耐震化を２年前倒し(2031年度(令和13年
度)完了)で実施することが望ましいとの意⾒を頂いたことから、今後はこれまで以上に事業
推進に努めます。 

表5.6 基幹管路更新(耐震化)計画の事業計画(２年前倒し) 

 
※ 2026年度(令和８年度)〜2030年度(令和12年度)の⼯事費 32億5,510万円 

 
  

2026 2027 2028 2029 2030 2031 合計

更新延⻑(m) 5,571 5,242 5,138 5,445 6,154 5,327 32,877

⼯事費(千円) 649,530 647,800 672,100 605,700 680,000 756,200 4,011,330

耐震適合率⽬標値(％) 55.4 57.6 59.9 62.1 64.3 66.5 － 
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(ウ) 配⽔⽀管(⼝径100㎜・75㎜)更新計画 

本市⽔道事業では、管路更新は基幹管路を優先して実施していますが、配⽔⽀管のう
ち約65％を占める⼝径100㎜と75㎜についても計画的な更新が必要であることから、「配
⽔⽀管(⼝径100㎜・75㎜)更新計画」に基づき、更新を進めます。 

＜配⽔⽀管の更新優先順位＞ 
優先順位１︓⼀般病棟(病床あり)、⼈⼯透析病院 
優先順位２︓福祉施設、⽀部 
優先順位３︓避難所 
優先順位４︓診療機関 
優先順位５︓公共施設 
優先順位６︓優先順位１〜５以外の経年45年以上の管路 
優先順位７︓優先順位１〜６以外の管路 

 
 
 
 
 

※ 2026年度(令和８年度)〜2030年度(令和12年度)の⼯事費 ２億4,890万円 
 
＜参考＞ 
 
  

「配⽔⽀管(⼝径100㎜・75㎜)更新計画」の事業計画 
計画期間︓2024年度(令和６年度)〜2038年度(令和20年度) 
計画期間内更新費⽤︓20億9,860万円 

災害時の復旧・応急給⽔の想定 

災害時には、導⽔管や送⽔管、配⽔池から災害拠点までの管路等を優先して
復旧を⾏い、発災後７⽇までの災害拠点での給⽔を⽬標に復旧⼯事を実施しま
す。その後、災害拠点以外の避難所までの管路等を段階的に復旧を⾏います。 

⼤規模地震発⽣時には、断⽔が発⽣し、７⽇⽬までは、⾃⼰貯⽔または運搬
給⽔による給⽔となることが想定されるため、各家庭で⽔の備蓄を呼び掛けてまいり
ます。 
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(３) 財源についての説明 

⽔道事業の課題に対応するため、今後５年間の取組や⽔道施設の更新などの事業計
画を実施するためには、財源の確保が必要となります。このため、⽔需要を踏まえた収⽀予
測に基づき、⽔道料⾦や企業債、内部留保資⾦の検討を⾏い、財源の確保を図ります。 
 
 
 
 
ア ⽔道料⾦ 

2024年度(令和６年度)の⽔道料⾦等懇話会において新料⾦体系について議論をし
た結果、2026年度(令和８年度)に「平均改定率16.9％」の料⾦改定が必要との提⾔
を受け、市として検討した結果、料⾦改定を実施することとしました。⽔道施設の更新や耐
震化の重要性と料⾦改定の必要性について理解して頂けるように、市⺠に対して丁寧な
説明を⾏うとともに、⽔道事業への関⼼を深めるための取組も⾏っていきます。 

なお、⽔道料⾦収⼊に対する基本料⾦の割合について、安定した⽔道経営を実現する
ために、前回の⽔道料⾦等懇話会では、最⼤稼働率に基づく固定費の配分を⾏い、基本
料⾦割合を「34.2％」とする⽬標としましたが、2022年度(令和４年度)の料⾦改定では、
急激な負担増を避けるために、「28.6％」としました。 

こうした経過を踏まえ、今回の料⾦改定では、⽔道料⾦収⼊に対する基本料⾦の割合
は、前回の料⾦改定で⽰した「34.2％」としました。 

 
図 5.1 料⾦収⼊と内部留保資⾦の⾒込み 

 

 

現計画 
６億円/年

アセット計画 
⾒直し後 

8.2 億円/年
2.2 億円の増

基幹管路 
2 年前倒し 

9.3 億円/年 
1.1 億円の増

※2026年度(令和８年度)の料⾦収⼊は、物価⾼対策のために２期分(７⽉〜10⽉)の基
本料⾦を減免 
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イ 企業債 

⽔道施設は現在から将来の世代に渡って使⽤する施設であるため、投資経費の将来
負担の公平性を図るとともに、⽔道料⾦の抑制を図るため、⼀定額の企業債借⼊れを⾏
っています。 

今後は、⼯事費の35〜45％の借⼊れが⾒込まれますが、将来の収益的収⽀の悪化
や財政の硬直化が⽣じないよう、企業債残⾼対給⽔収益⽐率300％以下を維持できる
よう、企業債の借⼊れを適切に⾏っていきます。 

 
図5.2 企業債残⾼と企業債残⾼対給⽔収益⽐率の⾒込み 

 
ウ 内部留保資⾦ 

内部留保資⾦は、建設改良費等の資本的収⽀不⾜額の補填財源として使⽤する資
⾦のことで、損益勘定留保資⾦(減価償却費や資産減耗費のような現⾦⽀出のない費
⽤)、利益剰余⾦(建設改良積⽴⾦等の積⽴⾦)等のことをいいます。 

内部留保資⾦は、2024年度(令和６年度)末現在約11億円あり、企業債の借⼊額
や⽔道料⾦の改定率を抑えるために、資本的収⽀不⾜額を補填するために取り崩す計画
としておりますが、緊急を要する⼤規模な修繕等、⼀時的な多額の⽀払いに対応できるよ
う、基幹管路の整備に要する費⽤３億円と⽇々の運転資⾦３億円の合計６億円は最
低限確保するものとします。 
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(４) 投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

ア 投資について 

(ア) 広域化について 

本市は、静岡県⽔道広域化推進プランにおいて、遠州広域⽔道を利⽤している４市１
町(袋井市、浜松市、磐⽥市、湖⻄市、森町)で構成される「遠州圏域」に位置付けられ
ており、各事業体及び静岡県企業局と広域連携について検討を⾏っています。 

広域化によるスケールメリットを活かし、コスト削減やサービス向上など経営改善や受⽔
費低減を⽬指してまいります。 
 
(イ) ⺠間活⽤について 

⺠間事業者の技術⼒や経営に関する知識を活⽤できる官⺠連携の推進のため、様々
な⼿法を検討します。 
 また、技術職員の確保が難しい状況にあることから、設計から施⼯までを⼀括して発注す
るDB(デザインビルド)⽅式の検討等も⾏います。 
 
(ウ) DX(デジタルトランスフォーメーション)の推進 

近年の⽔道事業では、スマートメーターの導⼊やAI技術を活⽤した業務効率化等、
様々なデジタル技術が活⽤されています。 

本市⽔道事業でも、業務効率化、経費削減、住⺠サービスの向上等を⽬的に、先進
的な事例を参考に、DXを推進します。 
 
(エ) GX(グリーントランスフォーメーション)の推進 

⽔道事業では、⽔道⽔を各需要者へ供給するまでの過程で、ポンプの運転等により多く
の電⼒を消費しています。 

⽔道事業として脱炭素社会の実現のために、省エネルギー機器の採⽤や再⽣可能エネ
ルギーの活⽤等を検討します。 
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イ 財源について 

(ア) ⽔道料⾦の設定 

本計画では、2026年度(令和８年度)に16.9％、2031年度(令和13年度)に６％
の料⾦改定を想定しています。2031年度(令和13年度)の改定率については現時点での
改定値であるため、実際の料⾦改定時には⽔需要の⾒込みや事業計画の⾒直しを⾏い、
それらに基づいた財政シミュレーションを実施し、適正な改定率を検討します。 
 
(イ) 資産の有効活⽤等による収⼊増加の取組 

施設の統廃合により未利⽤地となった⼟地や不⽤品等の未利⽤財産については、売却
やその他の有効活⽤について検討します。この他、定期預⾦をはじめとする資⾦運⽤の充
実等を⾒込み、より効率的な資産運⽤の⽅法について検討を⾏います。 
 
ウ 投資・財源以外について 

(ア) ⽔道事業の広報に関する取組 

⽔道事業の役割や現状について市⺠に理解していただくため、施設⾒学会の継続的な
実施や、わかりやすい広報の作成に努めます。 
 
(イ) ＳＤＧｓへの取組 

持続可能な開発⽬標であるＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）につ
いて、⽔道事業の取組が、ＳＤＧｓの達成に貢献するとともに、⽔道事業の取組を通じて、
市⺠がＳＤＧｓの達成に貢献するものとなるよう、努めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「安全な⽔とトイレを世界中に」 
（すべての⼈に⽔と衛⽣へのアクセスと持続可能な管理を確保します） 

 

⽔質監視・検査を適正に実施し市⺠に周知するとともに、不法侵⼊者防⽌対策を
⾏うことで、万全な供給体制を維持します。 

「産業と技術⾰新の基盤をつくろう」 
（強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するととも

に、技術⾰新の拡⼤を図ります） 

AI の活⽤など、新しい技術を積極的に取り⼊れることで業務の効率化を
図り、⼤規模災害等に備えて施設の更新・耐震化等を計画的に遂⾏します。
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「パートナーシップで⽬標を達成しよう」 
（持続可能な開発に向けて実施⼿段を強化し、グローバル・パートナーシ
ップを活性化します） 

「静岡県⽔道広域化推進プラン」に基づき、周辺の事業体との広域化に向
けた検討や官⺠連携を推進します。 

57



(５) 投資・財政計画 

本計画は、2020年度(令和２年度)に策定した「袋井市⽔道事業経営戦略(計画期
間︓2021年度(令和３年度)〜2030年度(令和12年度))」の中間⾒直しでありますが、
投資・財政計画については、次期の経営戦略策定や⽔道料⾦改定を⾒据え、2035年
度(令和17年度)までの収⽀計画を策定します。 

なお、収⽀バランスや資⾦残⾼を考慮し、2031年度(令和13年度)の料⾦収⼊は平
均改定率６％を⾒込みシミュレーションしています。 
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６ 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

本経営戦略は、2020年度(令和２年度)策定の「袋井市⽔道事業経営戦略」の中
間⾒直しをしたものです。今後も「経営戦略ガイドライン」（総務省）で⽰されている３〜
５年毎の進捗管理及び改定の必要性から、概ね５年毎に⾒直しを⾏い、社会情勢等の
変化に迅速に対応し、計画のレベルアップに努めます。 

なお、本経営戦略は、「⽔道ビジョン」や「アセットマネジメント計画」、「⽔道料⾦等懇話
会」での検討結果等に基づく内容となっているため、これらの計画の策定や⾒直し及び⽔道
料⾦等懇話会の設置に合わせて、「経営戦略」の改定を⾏います。 

改定は、「経営戦略」の投資・財政計画に対する実績の評価・分析を⾏い、その結果を
次の「経営戦略」に反映させるPDCAサイクルを導⼊し、さらなる経営の健全化に取り組み
ます。 
 
 
 
 
 
 Plan

•経営戦略策定

Do
•事業の実施･運用

Check
•計画の進捗管理
•事業の評価

Action
•計画の見直し

袋井市 

水道事業 

経営戦略 

【PDCA サイクルのイメージ】 
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